
会

場

（
展
示
部
門
）
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

（
舞
台
部
門
）
末
崎
中
学
校
体
育
館

（

日
の
み
）

17

★
末
崎
体
育
協
会
主
催

グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
秋
季
大
会

日

時月

日

午
前

時

分
～

10

20

（日）

8

45

※
雨
天
の
場
合
は
後
日
行
い
ま
す
。

会

場
小
細
浦
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

参
加
資
格

末
崎
町
民
（
誰
で
も
可
）

参
加
料

無
料

参
加
申
込
当
日
受
付
に
て
申
込

※
事
前
参
加
申
込
は

亀
井
ま
で
（

-

３
１
４
１
）

29

そ
の
他

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
有

☆

月
大
会
の
ご
案
内

11
交
流
大
会

月

日
（
水
）

11

6
月

日
（
日
）

11

17

★
「
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
相
談
」

日

時

月

日
（
土
）

10

12
時~

時

13

16

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
操
作
で
お
困
り
の

方
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た

い
方
、
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
。

★
「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

日

時月

日

時~

時

10

9

（水）
10

12

月

日

時~

時

10

23

（水）
10

12

会

場ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

主

催末
崎
地
区
公
民
館

講

師鈴
木
隆
子
さ
ん

持
ち
物花

器
・
花
ハ
サ
ミ
・
剣
山
・
水

切
り
ボ
ー
ル
・
タ
オ
ル
・
ゴ
ミ

袋
・
新
聞
紙

費

用花
材
代
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先鈴

木
隆
子
さ
ん

電
話

ー
３
４
７
３

29

み
な
さ
ま
ご
自
由
に
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
花
材
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で

月

日(

月)

ま
で
に
連
絡
を
お

9

30
願
い
致
し
ま
す
。

い
い
と
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
フ
オ
ー
ド
・
モ
ー

タ
ー
創
業
者
で
あ
る
ヘ
ン
リ
ー
・

フ
ォ
ー
ド
は
、
「
学
ぶ
こ
と
を
や
め

た
人
は
、
誰
で
も
老
い
て
い
る
。

歳
で
あ
っ
て
も
、

歳
で
あ
っ

20

80

て
も
学
び
続
け
る
人
は
だ
れ
で
も

若
い
」
と
学
び
続
け
る
こ
と
の
重

要
性
を
述
べ
て
い
る
。

ご
長
寿
の
皆
様
に
は
、
健
康
に

留
意
し
な
が
ら
、
色
々
な
趣
味
な

ど
に
挑
戦
し
、
学
び
続
け
、
元
気

で
心
豊
か
な
人
生
を
送
ら
れ
る
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
、
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

戸
田
公
明
大
船
渡
市
長
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
長
代
理
金
野
常
務

理
事
の
祝
辞
に
続
い
て
、
地
区
公

民
館
か
ら
敬
老
会
対
象
者
全
員
に

記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。
出
席
者
を

代
表
し
て
西
舘
地
域
の
村
上
征
一

さ
ん
（

歳
）
が
謝
辞
を
述
べ
ら

75

れ
た
。

祝
賀
会
で
は
、
め
ん
こ
い
保
育

園
児
の
子
ど
も
七
福
神
、
元
気
溌

剌
と
し
た
小
中
学
生
に
よ
る
「
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
、
老
人
ク
ラ
ブ

長
寿
会
や
各
師
匠
さ
ん
方
の
芸
の

深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
踊
り
、
末
崎

末
崎
地
区
公
民
館
は
、

月
9

16

日
、
末
崎
中
学
校
体
育
館
に
お
い

て
、
令
和
元
年
度
末
崎
町
敬
老
会

を
開
催
し
た
。

式
典
で
は
、
新
沼
館
長
は
、
ご

長
寿
の
皆
様
に
ご
長
寿
の
お
祝
い

の
言
葉
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
日
の
め
ざ
ま
し
い
科
学
技
術
の

進
展
は
、
ご
長
寿
の
皆
様
が
大
正

・
昭
和
の
激
動
の
時
代
を
至
誠
と

協
働
と
自
立
の
精
神
で
日
夜
励
ま

れ
、
平
成
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技

術
革
新
）
を
も
た
ら
す
礎
を
築
か

れ
た
か
ら
で
あ
り
、
今
日
の
よ
う

な
物
質
的
、
経
済
的
な
豊
か
さ
は
、

皆
様
の
お
か
げ
で
あ
る
と
、
ご
長

寿
の
皆
様
の
果
た
さ
れ
た
役
割
と

ご
努
力
に
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
誰
も

が
望
む
の
は
、
年
を
重
ね
て
も
、

元
気
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
脳
の

機
能
を
フ
ル
に
使
う
生
活
を
続
け

る
こ
と
が
有
効
だ
と
い
わ
れ
る
。

脳
の
機
能
を
フ
ル
に
使
う
こ
と
に

な
る
の
が
、
学
ぶ
行
為
で
あ
り
、

複
数
の
趣
味
を
も
っ
て
、
学
ぶ
機

会
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
く
の
が

 

末崎町の石碑・祠・神社(26)
観音様について ～ その 3

(4) 六観音・七観音の役割 ～ その 2
② 千手観音菩薩(せんじゅかんのん)
千手千眼(せんじゅせんがん)を備えているとされ、千の慈手、

千の慈眼をもって多くの人を救うとされています。
一手で 25 界の悩みを救うとされていて、普通 40 手がついてい

て、25 × 40 ＝ 1,000 手。一手ごとに一眼を持っているので 1,000
眼となります。
千手観音は色々なものを手に持っているものもありますが、こ

れはどんな人でも救えるように、様々な道具を準備しているもの
です。
③ 馬頭観音(ばとうかんのん・ばずかんのん)
怒った顔をして、馬を頭にのせています。あらゆる悩みを、足

の速い馬が、四方の草を食べつくすように解消するといわれてい
ます。また、旅の安全や馬の守り本尊として信仰されています。
④ 十一面観音菩薩(じゅういちめんかんのん)
頭部に十一の顔を現していて、頭の周りに 10 面、頭部に阿弥

陀様の化仏 1面の合計 11面です。
11 面の顔があるのは、困っている人を逃さず見つけだすためで

す。
⑤ 不空羂索観音菩薩(ふ
くうけんさくかんのん)
羂は網、索は糸で、網

と糸をもって、多くの人
々の悩みを救い、全ての
願いを叶えてくれるとさ
れています。また、諸願
を叶え、決してむなしく
しないので不空羂索とも
言われます。
⑥ 准胝観音菩薩(じゅん
ていかんのん)
清らかさと母性の象徴で、
母の願いをすべて叶えて
くれる
とされています。また、
多くの人々の争いを沈め、
病苦を癒し、悟りの道を
歩ませるとも言われてい
ます。(紀)

小友町常膳寺の千手観音菩

加
者
の
お
世
話
を
さ
れ
た
方
々
、

受

付

や

祝

賀

会

の

司

会

ま

で

行

っ

た

婦

人

会

の

皆

様

、

音

響

関

係

を

担

当

さ

れ

た

熊

谷

様

、

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

の

部

に

出

演

し

祝

賀

会

を

盛

り

上

げ

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

皆

様

、

来

場

者

の

交

通

整

理

を

行

っ

た

交

通

指

導

員

の

皆

様

、

そ

し

て

毎

年

な

が

ら

全

面

的

協

力

で

会

場

を

お

貸

し

く

だ

さ

い

ま

し

た

末

崎

中

学

校

様

等

、

多

く

の

皆

様

の

ご

協

力

に

よ

る

も

の

で

あ

り

、

心

か

ら

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
期
間
）

月

日
か
ら

日
ま
で

9

21

30

運
動
の
重
点

子

ど

も

と

高

齢

者

の

安

全

(1)
な
通
行
の
確
保

高

齢

運

転

者

の

交

通

事

故

(2)
防
止

夕

暮

れ

時

と

夜

間

の

歩

行

(3)
中

・

自

転

車

乗

用

中

の

交

通
事
故
防
止

全

て

の

座

席

の

シ

ー

ト

ベ

(4)
ル

ト

と

チ

ャ

イ

ル

ド

シ

ー

ト

の

正

し

い

着

用

の

徹

底

飲
酒
運
転
の
根
絶

(5)
運
転
者
も
、
自
転
車
利
用
者
も
、

歩

行

者

も

、

交

通

ル

ー

ル

を

守

り

、

交

通

マ

ナ

ー

を

実

践

し

、

事

故

防

止

に

努

め

ま

し

ょ

う

。

★
町
民
運
動
会

日

時

月

日(

日)

10

6
午

前

時

分

よ

り

8

30

場

所

末
崎
中
学
校
校
庭

※

雨

天

の

場

合

は

日(

月)

末

14

崎

小

学

校

校

庭

で

の

開

催

と

な

り
ま
す

★
第

回
（
令
和
元
年
度
）

２４
末
崎
町
民
文
化
祭

本
年
度
の
末
崎
町
民
文
化
祭
は
下

記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様

の
出
展
な
ら
び
に
ご
出
演
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

期

日
令
和
元
年

月

日
（
金
）

１１

15

～

日
（
日
）

17

秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
始
ま
る

ご
長
寿
祝
う

（
末
崎
町
敬
老
会
）

の

エ

ン

タ

ー

テ

ー

ナ

ー

演

歌

歌

手

の

大

友

芳

也

さ

ん

の

美

声

で

長

寿

を
祝
っ
た
。

末

崎

町

の

歳

以

上

の

人

は

、

75

9

人

（

老

人

ホ

ー

ム

等

入

所

者

2
8

を
除
い
た
人
数
）
、
う
ち
敬
老
会
出

席

者

は

人

で

し

た

。

最

高

2
1
8

齢

者

は

小

河

原

の

小

松

ウ

メ

ノ

さ

ん

歳

で

す

。

そ

の

ほ

か

の

1
0
4歳

以

上

の

方

は

、

梅

神

の

1
0
0

岩

脇

ヨ

シ

さ

ん

歳

、

碁

石

1
0
0

の

大

和

田

ハ

ル

子

さ

ん

歳

1
0
0

の

人
で
す
。

2こ

れ

ま

で

大

船

渡

市

か

ら

米

寿

（

歳

）

を

迎

え

ら

れ

た

方

に

お

88
祝

い

金

が

贈

呈

さ

れ

て

お

り

ま

し

た

が

、

今

年

か

ら

、

な

く

な

り

ま

し

た

。

平

均

寿

命

は

、

女

性

が

87

歳

、

男

性

歳

と

年

々

.
32

81
.

25

伸

び

て

お

り

歳

は

珍

し

い

こ

と

88

で

は

な

く

な

っ

た

こ

と

、

ま

た

財

政

負

担

が

大

き

く

な

っ

て

き

て

い

る
こ
と
が
要
因
な
よ
う
で
す
。

今
年
度
の
敬
老
会
も
成
功
裏
に
終

了

で

き

ま

し

た

の

も

、

会

場

設

営

な

ら

び

に

後

片

付

け

に

ご

協

力

頂

い

た

皆

様

、

ご

参

加

で

き

な

か

っ

た

方

へ

の

記

念

品

等

の

配

付

や

参
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